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北
九
州
市
立
大
学
の
活
動
報
告

ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
、
10
年
間
で

参
加
者
の
５
％
が
国
費
留
学
生
に

　

北
九
州
市
立
大
学
で
は
、
国
際
環
境
工
学
研
究
科

を
中
心
に
10
年
間
に
わ
た
り
ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
と
の

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
」
を
続
け
て
い
る
。
科

学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
っ
て
招
へ
い
し
た
ベ
ト
ナ
ム

の
学
生
を
さ
ら
に
選
抜
し
、
同
大
学
院
で
実
施
し
て

い
る
「
戦
略
的
水
・
資
源
循
環
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
」
に
文
部
科
学
省
の
国
費
留
学
生
と
し
て
留
学
さ

せ
る
ス
キ
ー
ム
は
た
い
へ
ん
魅
力
的
で
、
ベ
ト
ナ
ム

の
有
力
大
学
や
本
学
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
北
九
州

市
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
略
的
水
・
資
源
循
環
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
は
、

北
九
州
市
等
が
実
施
す
る
水
環
境
や
資
源
循
環
の
国

際
協
力
事
業
に
本
学
が
教
育
研
究
を
通
じ
て
支
援
す

る
こ
と
を
狙
い
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
北

九
州
市
上
下
水
道
局
が
実
施
す
る
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
イ

フ
ォ
ン
市
の
上
下
水
処
理
プ
ロ
セ
ス
高
度
化
に
は
、

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
国

費
留
学
生
と
し
て
来
日
し
た
学
生
が
参
加
し
、
学
位

を
取
得
し
た
。
お
お
む
ね
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
招
へ
い
し
た
学
生
の
５
％
が
国
費
留
学

生
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
９
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
実
施
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
３
つ
の
大
学

（
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
科
学
大
学
、
ハ
ノ

イ
建
設
大
学
、
フ
エ
科
学
大
学
）
か
ら
教
員
２
名
、

学
生
６
名
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
で
受
講
し
に
く
い
実
習
・
実

験
に
注
力
し
た
。

ま
ず
、
９
月
１
日
の
朝
に
福
岡
空
港
に
て
ベ
ト
ナ

ム
側
か
ら
の
来
訪
者
を
出
迎
え
、
日
本
文
化
の
学
習

を
か
ね
て
太
宰
府
天
満
宮
を
見
学
し
た
後
、
別
府
の

地
熱
地
帯
を
見
て
、
宿
に
入
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

福
岡
空
港
に
来
る
飛
行
機
は
深
夜
便
で
あ
ま
り
眠
れ

な
い
こ
と
が
常
で
あ
る
が
、
移
動
の
貸
し
切
り
バ
ス

内
で
休
め
た
こ
と
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
元
気
に
宿
に

入
れ
た
。
こ
の
宿
で
は
、
別
府
名
物
の
地
獄
蒸
し
が

で
き
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
、
自
分
た
ち
で
食
材
を

買
っ
て
調
理
も
自
分
た
ち
で
行
っ
た
。
初
め
て
日
本

に
来
た
学
生
に
と
っ
て
は
、
買
い
物
自
体
が
新
鮮
な

体
験
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

翌
日
は
、
別
府
海
地
獄
を
見
学
し
た
後
、
北
九
州

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第
464
回

＝
特
別
連
載
＝

加藤 尊秋
（北九州市立大学
環境技術研究所教授）

合同研究発表会に参加した招へい者と北九州市立大学の学生・教員ら（9月6日）
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市
内
平
尾
台
地
区
の
千
仏
鍾
乳
洞
に
入
洞
し
た
。
こ

こ
は
、
洞
内
に
冷
水
が
流
れ
る
鍾
乳
洞
で
暑
い
夏
の

訪
問
先
と
し
て
良
い
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
程
で

後
日
の
分
析
用
に
水
の
サ
ン
プ
ル
を
採
集
し
た
。

　

９
月
３
日
か
ら
５
日
は
本
学
の
環
境
工
学
分
野
と

情
報
工
学
分
野
の
教
員
と
留
学
生
が
連
携
し
て
研
究

紹
介
と
研
究
室
の
見
学
を
行
い
、
ま
た
、
環
境
技
術

の
発
展
と
普
及
に
力
を
入
れ
る
北
九
州
市
の
下
水
処

理
場
や
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
（
リ
サ
イ
ク
ル
工
業

団
地
の
見
学
施
設
）
を
訪
問
し
た
。
こ
の
中
で
初
日

と
２
日
目
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
環
境
水
の
水
質
分

析
を
行
う
と
と
も
に
、
下
水
処
理
で
反
応
の
主
体
と

な
る
微
生
物
の
活
性
を
本
学
施
設
で
分
析
・
検
鏡
し

た
。
ま
た
、
下
水
処
理
場
の
「
運
転
訓
練
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
」
を
用
い
、
下
水
処
理
場
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
運
転
の
最
適
化
や
操
作
不
良
に
よ
る
処
理
水
質

の
悪
化
を
体
験
し
た
。
こ
の
「
運
転
訓
練
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
」
は
本
学
が
関
わ
っ
た
過
年
度
の
国
交
省
事
業

の
研
究
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
、
ハ
ノ
イ
科
学

大
学
か
ら
留
学
し
た
当
時
の
留
学
生
が
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
の
操
作
画
面
を
ベ
ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
留
学
生
の
成
果
を
実

際
に
見
る
こ
と
で
今
回
参
加
学
生
の
新
た
な
留
学
へ

の
意
欲
が
増
し
た
こ
と
と
思
う
。

　

９
月
６
日
は
研
究
発
表
会
で
あ
る
。
招
へ
い
し
た

学
生
が
送
り
出
し
機
関
で
行
っ
て
い
る
卒
論
・
修
論

テ
ー
マ
を
本
人
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
交
え
て
発
表
し

て
も
ら
い
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経

由
し
て
本
学
に
留
学
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
や
他
国
の
学

生
、
ま
た
、
日
本
人
学
生
も
含
め
て
研
究
交
流
を
行

っ
た
。
こ
の
研
究
発
表
会
は
、
招
へ
い
者
が
本
学
に

留
学
す
る
際
の
研
究
室
マ
ッ
チ
ン
グ
を
助
け
る
と
と

と
も
に
、
本
学
学
生
の
高
度
な
研
究
内
容
を
招
へ
い

学
生
に
印
象
づ
け
る
こ
と
で
再
来
日
・
留
学
の
意
欲

を
高
め
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
る
。
今
回
も
研
究
発

表
会
は
盛
り
上
が
り
、
翌
日
の
帰
国
に
向
け
て
良
い

思
い
出
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま
た
、

本
学
の
国
費
留
学
生
特
別
枠
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
環

境
分
野
と
数
理
科
学
分
野
の
融
合
を
重
視
し
て
い
る
。

環
境
分
野
に
は
、
た
と
え
ば
、
急
な
降
雨
時
に
場
所

に
よ
っ
て
は
老
朽
化
し
た
複
雑
な
下
水
管
路
網
を
ど

の
よ
う
に
雨
水
と
汚
水
が
流
れ
、
そ
の
効
果
的
な
処

理
の
た
め
に
ど
う
下
水
処
理
場
の
運
転
を
行
え
ば
良

い
か
な
ど
、
デ
ー
タ
の
取
得
や
欠
損
部
分
の
推
定
な

ど
の
数
理
的
な
処
置
を
必
要
と
す
る
課
題
が
い
く
つ

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
環
境
分
野
と
数
理
科
学
を
融

合
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
連
携
先

で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
で
の
教
育
方

法
改
善
に
も
活
か
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

長
年
の
日
越
交
流
を
通
じ
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
新

た
な
教
育
・
研
究
の
た
め
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
る
。

千仏鍾乳洞見学（９月２日）

別府海地獄見学（９月１日）

研究室での水質実験（９月３日）

北九州市エコタウンセンター見学（９月５日）
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